
こ
の
度
、

れ共し畜た畜ジめ，
る済‘産指連を｀村
こ獣患面導‘お四は
と医畜のの明＜月‘
にとの指た治こ
な合診導め乳と
ろし療も‘業に
うて等ー不のし
0 盛 9..,.,-←碑叫‘た

゜ノ宅し心巨

い道でのこ
応てにあ限れへす
ぜものつらで獣る
ら‘るたれ｀医た

．と‘

に農
な協

． りの
着

手に果考是要間たとにり
すな｀え非望でいし‘ま
るり下で発も話とて川し
0 、中、口蛍し言ふ上た

く合うさ地が
｀わこわ区‘がれ
れとしのこ
｀心》 -1の

？
 
g
 
7
 
も5“ 3
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／
 

. ~. 

ノ
川
市
場
敷
地
に

村
に
田
産
一

技
術
』
（
獣
医
） -，IV

 

一
時
借
入
金
に
つ
い
て

算

に
つ
い
て
給
条
例
中
改
正
に
つ
い
て

つ
い
て

月
定
例
村
議
会
を
三
月
三
十

涌
り
決
定

t
た。

附

議

事

件

昭
和
三
十
二三費

会
期
二
日
間
で

＾
 ^
 

月 Îì 
o
o
 

二、

（
―
/
当

五

月

一

日

1

五
月
一

0
日

―
]-i0
円
ー
―

1
0
円

五
月
―
一
日

1
五
月
一
五
日

―1
0
円

-
1
0
0
円

五
月
一
六
日

1
五
月
―

-
0
日

1
0
0
円

ー

九

0
円

五
月
ニ
―
日
以
降

九

0
円

ー

七

0
円

に
よ
り
茶
の
伸
び
が

は

の

窄

更

を

は
別
途
の

入
れ
ま
す
。

委

託

加

工

料

、

組

員

三

。

七

五

K

(

当
り
）
七

0
円

．

五
k
(
-
グ

八

0
円

[

当
り
）

四
す十一願所輪でエ
°日日い‘車下場
頃お致時でさの
迄きし間集い近
はにま等荷゜<
‘すはに其の
+ 0 前参の
ー土年り他
のまの

に頃頃要す地日 9̂

参よま領か域持
りりででらは込
二はお場三ん

例

村
↑
廿
廿
什
廿
＞

トドし
ー

A
勺

合
員

予
算る
条
例
中
改
正
に

発行

肱川村役

i'7 5 CJ'• lf.疇 :20 

肱川村教育委員会

附
和
一
―
産

茶

侭
つ
い

四
年

開
く

―
1
0
日

村

常

会

を

開

く

一
六
日

一
七
日

一
八
日

一
九
日

二
―
―
日

一
五
日

0

三日

i 口
ニ

ッ

ク

、

団

体

旅

の

り

楽

等

で

オ

リ

詰

る

タ
く
な
つ
て
来
ま
し
た
。
呻

ず
指
は
清
潔
で
し
よ
う
か
。

紀
つ
い

及
び

児
検
診
（
鹿
野
川
）

二
日
乳
児
検
診
（
正
山
）
．

育
委
員
会
を
開
く

三

日

乳

児

検

診

七

日

郡

畜

連

樫

松
久
大
洲
家

村

八
日
九
日
0
日

発
令
（

を

舞
誠
てで致でり

まー 出しいま
で番製荷まるし
は＾茶造しすとたも
1期てか存°茶
五間下らじも摘
月 さー‘うの

三句は一 い葉次暖時
．の七日， 9° もの地期
七予月 l; a 残通はが
五定中五 さり相や
K で旬月 ずで当つ
す‘末 摘製伸て

-'ーロ ん造ん

一`

／

メ

ー

ト

ル

法

実

施

に

な

い

｝

「
k
」
の
単
位
で
受
人
致
し
ま
、

す
か
ら
「
K
」
の
数
量
、
氏
名
一

等
を
明
記
し
た
荷
札
を
つ
け
て
一

下
さ
い
。

2

売
渡
し
、
委
託
加
工
の
別
も

荷
札
に
明
記
し
て
下
さ
い
。
記
二
五

人
し
て
な
い
場
合
は
買
入
れ
と

し
て
取
扱
い
ま
す
。
委
託
の
場
二
七

合
は
製
品
を
入
れ
る
袋
を
同
時

開

＜

禎

詔

に
送
っ
て
下
さ
い
。

3

全

国

的

に

見

て

、

若

芽

を

摘

米

田

前

建

設

ん
で
良
品
の
製
造
を
す
る
様
な

[

i

傾
向
に
あ
り
ま
す
か
ら
出
B

二

八

日

{

る

限

り

早

目

に

摘

ん

で

出

江

＂

く

測
く

て

下

さ

い

。

日

4

製
造
そ
の
他
に
つ
い
て
伽

明
の
点
は

T
-、。

し

u
 

99~ 

氏
来
村

明 い
．
 

，
噸

こ
9~ 

か
き

食
べ
な
い
。

四

ハ

工

の

匹

源

を

な

く

し

、

ハ

エ

を
退
治
す
る
。

五
、
．
下
痢
便
の
掲
合
は
チ
リ
紙
（
家
庭

用

）

上

重

ね

て

る

。

夏
の
流
行
時
に
は
刺

）
な
ど
生
の
も
の
を

す
ぎ
な
い
よ
う

又
其
処
、

発
生
、

ま
す
。本
村
も
新
年
に
な
つ
て
よ
り
赤
痢
患

者
二
名
、
保
菌
者
二
名
、
狸
紅
熱
一
名

、
計
五
名
の
患
者
が
発
生
致
し
て
お
り

ま
す
。
お
互
に
自
分
自
分
で
次
の
事
柄

に
こ
こ
ろ
が
け
伝
染
病
に
か
か
ら
な
い

よ

う

に

致

し

ま

し

よ

う

。

‘

赤
痢
は
口
よ
り
人
る
伝
染
病
で
あ
る

。
患
者
や
保
菌
者
の
叢
荷
か
ら
の
赤
痢

菌
た
よ
り
、
食
物
や
飲
料
水
が
汚
染
さ

れ
、
そ
れ
を
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
た
＇
と

人
が
赤
痢
に
か
ヽ
る
。

又
ハ
エ
が
赤
痢
閑
を
体
に
つ
け
て
飛

び
ま
わ
り
拡
げ
る
。
夏
に
な
る
と
急
に

多
く
な
る
病
気
で
あ
る
。

0

注
意
事
項

、
手
を
良
く
洗
つ
て
調
理
を
し
食
事

を

す

る

、

用

便

の

テ

イ

ネ

イ
に
手
を
洗
う
。

食
べ
す
ぎ
、

こ

る

。

,
1
 

の
集
団

し
て
お
り



＜
 

な
と
こ
ろ
で
は
笠
木

り
、
風
の
あ
ま
り
当

へ
置
苔
換
る
な
り
積

て
或
程
度
湿
気
を
保

し
て
下
さ
い
。

植

付

後

二

十

日

位

て

の
蓋
を
小
刀
の
先
で
取
っ

情
況
を
調
べ
ま
し
よ
う
。

く
カ
ビ
の
様
に
な
つ
て
い
れ

活
着
発
育
中
で
あ
る
。
黒
く

て
お
れ
ば
、
涌
風
が
悪
く
て

し
て
居
り
、
パ
ラ
パ
ラ
に
乾
い

い

れ

ば

す

か

ら

滅

一

歩

様

な

場

は

改

め

し

r

場

を

か

え

に

し

て

さ
い
。

中中宇予名
”和子”荷，”
川林谷

人

口四
：

0
四
四

永亀西
亡

田山田川岡水原岡 田岡田山山

‘‘ 良ク弥明
二

ョ平

II 

” 
fI 

富二尾上片長中寺出

永 宮

9/ II 

ヽヽ ヽヽ

教 教
// 

職

高
橋
片
山
タ
キ
子
麻
子

中
野
小

名

氏

長

名

一、

つ
い
て
四
の
平
0
度
位
で

の

森
林

便
り

二二三三三四
六三六四六七九三

II ” /9 
教教校

II’< 

宇
和
川
中
学

長

脇

坂

信

一

頭

．

審

諭

黒
田

中
津
小
学
校

校

長

義

一

教

頭

窄

久

教

諭
講

師

‘大山中中名予大
” ・烏 o居.' //荷子” ” 
谷坂谷津谷林谷
死 f

三三四三四五
---:五四一八

箪

．
 

會

鍼

．
 

“. 
•
袋

b
 

亀

～^ 

．．
 .e
 

學

隼

．
9
啜

．
摩

．
 
‘゚. t
 

ヨ

附
和
三
十
四
年
度
教
職
員
名
簿

”’ 

子

// 

千里富

if 

／オ当り

教教
II 

”~ ~ ~ 

.~ ▲ ＿ 

＝ 四九六

II 

← 教 教校
II /／ 

中

川

公

―

―

九

松

本

清

三

師

目

崎

寿

鶴

子

八

諭

下
ハ-
0
 

片宮

野気

長予

II 

をま,1
 
射よ

な

活

動

如

し

甘

，

．

'

、

日

光

の

入

ら

な

ご

導

[

9

,

r

暗
く
湿
気
の
多
い
と

で
あ
り
ま
せ
ん
。
庇

（
日
か
げ
四
割
程
度

ジ

メ

し

て

い

い

と

こ
み
ま
す
。

II 

0

出

＼
 山
鳥
坂， 
”
 

和和和 三

生四
, a 

子 一

師

輝

II II 

教敦校
II 

品
田
指
本

ー
城
ノ
戸
和
夫

池

田

靖

二

大

川

育

子

中

岡

玉

子

ニニニI三三四四
ー四八ーニー六

·······•·ベ・•··•

II II 

｀教教
II 

諭頭長
子

堀水林井城好
内池中上ノ光田
学戸

短時校高恵
昭茂 明子 宏

円
明

三
三
二
五
二
五
二
七

諭

諭頭長

塁喜

売

洸”

相

場

は

の

通

り

。

草
刈
り
鎌
の
斡
旋
に
つ
い
て
．

切
れ
味
が
良
い
と
の
定
評
で
あ

り
ま
す
の
で
}
ム
7

年
も
岩
佐
の
鎌
5

を
斡
旋
致
し
ま
す
。
御
希
望
者
は
[

四

月

末

日

ま

で

に

森

吐

合

ま

で

甘4
 

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

村
の
人
口
移

II I/ 

II I/ II 

若
宮
須
磨
子

和

田

彰

和
田
み
ど
り

教教
II 

長

西

村

頭諭

教
II 

諭

文
雄
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私
た

織
し
て

JI

二

十

名

、

皇

太

日

サ

イ

ク

リ

ン

グ

を

｀

の
有
線
放
送

t

の
で
そ
の
模
様
を
報
告

゜

協
会
の
区約の久

理

ん

四

名

も

わ

ざ

わ

ざ

戴

い

、

熱

心

に

指

導

下

さ

意

器

お

話

を

伺

っ

た

。

本

部

協

の

階

で

、

宿

直

室

と

約

四

放
平
に
、
、
出
力
五

0
ヮ
ッ
ト

送

褐

二

0
回
線
の
交
換
台
が

と

限

ら

れ

て

お

り

｀

こ

ヽ

か

十
八
部
落
に
対
し
十
八
回
線
を
出

部
落
内
共
通
の
線
に
連
な
っ
て
お

。
丁
度
中
継
放
送
の
時
間
で
、
皇

子
御
成
婚
式
の
模
様
を
放
送
中
で

っ
た
。
こ
の
間
施
設
の
説
明
、
交

の
し
方
等
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き

テ
ス
ト
通
話
を
行
い
ま
し
た
が
、
放

送
P

通

話

共

に

驚

感

度

は

良

好

で
あ
っ
た
。

私
達
は

大
洲
有
線
放

施
設
を

公
民
館
で

て

に
よ
る
中
継
放
送

事
さ
ん
達
と
座
談

完
成
ま
で
の
苦
心

、
当
部
の
思
い
つ
吾

放
送
施
設
で
、
之
に

弘
報
連
絡
を
密
に
し
、

民
館
活
動
の
推
進
を
図
ろ
}

協
議
を
重
ね
た
。
し
か
し
、

乗
気
薄
の
状
態
で
あ
っ
た
c

高
松
市
外
川
辺
町
で
四
国
一

電
話
付
有
線
放
送
の
概
要
[

聞
に
発
表
さ
れ
、
こ
れ
を
[

こ
そ
最
も
進
ん
だ
有
益
な
i

る
の
で
兎
角
一
応
視
察
し
一

と
相
談
が
一
致
し
た
。
丁
｛

で
わ
ず
か
三
名
で
の
視
察
一

が
、
そ
の
結
果
は
言
う
ま
一

、
是
非
や
ろ
う
と
言
う
こ
と
に
な

た
。
し
か
し
少
数
の
同
志
の
意
見

一
致
だ
け
で
は
仲
々
話
が
進
ま
ず
、

思

い

つ

き

施

設

完

了

ま

で

何

希作る録 のたばいじ果せ°つはいず講た‘注社換今‘得態り啓等又でい分な 度力で何施三
望るが音又活こ何るてを連又て二なか演鹿昨い会手で四て度上蒙問はいららつ又々者非ら設
もの‘し‘動とで°無あ絡‘放五い百等間年で敦ーは月よをりに題他るなんて‘あに常のは
今に各た日にやもそ形げ等一送 0の名に博獣活育名二ニう示‘よはのといと幾話つもに経‘の
で非部娯曜如‘やれの‘は般し戸に足於士骨動との名十やし市つ多人か‘からはたみ困済実，日
は常落楽日実公れは大そ予のて全比らいの発さ言職の日くて及てかの‘今‘負非°潰難的施時
殺に間番のに明る‘きの想弘聞戸ぺずて講堀れつ員アに昨戴びよつ加日ま百担常 さが背主を
到役に組夜現選と団な上以報いに‘のも演のてたなナ施年き股うた入和で姓せに れ多景体要
し立明をはわ挙言結収こ上活て対久人‘やたい点置ゥ設三‘協やがを見もにね良 そいをがし
てつる放‘れにうの穫のの動いし米し本‘めるにきンが月そも<‘妨を無電ばい う°持公た
いてい送各て地自力を施大やる録にか村県来゜最｀サ完四れ理気度害すし話なが な部た民゜
る｀空し部い域信であ設き‘訳音於聞で知村例も公 l了日に解運重するでなら‘ こ落な館こ
°録気て落る社をやげをな問でにいいは事さえ力民兼し着勢あがなる人済んん後 とのいで、
ー音をいで°会得れて通効合すよててわのれはを館交‘工をる盛る人‘んかかに も有点‘の
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か如生がらぽい夜んいら番利 た甲‘中で 料百つ-やは営 に新役込村あ す入市は入ら方
を何活村流のては囲青つ組用当°斐理かは作ま円てのれ｀でエよ規の者のがこるし内あを現加
しにを内れとい部気年たのし日 が事ら昔りでのい取‘各行事り加出ー参つヽょ／‘のるめ在入
み尊通各てしる蕗でまが録ては あさもの」：全維る特柱部つを加入歩戸考てのう生主がざ二者
じくじ地来たと全番で‘音‘特 つん大笑け部持のは＾落た L^ 算者程当にい施に活な‘し四も
み意てかる空の員組本市を次別 た達変いる賄負で部支のお事金は度りなる設なの夕市て五当
感義得ら様気話がを当会く日に とも喜話まつ担‘落線技陰技を三の二らの経つ上ク役い戸部
じ深た集ながに楽消に謡り曜昼 明本はとでて金現では術で術と三負三なで費てにシ所るに申
まい団り感ス‘し化な員替日休 る当れなのいで在や径修‘者つ〇担〇い‘はいも l ‘°増込
しも結‘じヒ゜非みしごさ放のみ いにてり困る交ーる十得故のて 0 で（）がそ特る大商農又え
たのととで 1常に‘ゃん送夜の 表苦い｀難°換戸こセ者障指い円後円‘の別°変店協区‘五
°で融も‘力にし日かかしの時 情労る年な 手当とンで修導るにかと当まに 便等そ域全 0
あ和ど私 lほて曜ならて娯間 でのな寄ど のりヽチ充理で°距らニ ヽ安 利もの外戸戸
るがも達かの聞のふ若も楽を ししど連今 給月な位分等直 離の人闊本く を加他で加か
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